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甲殻類の胞子虫の感嘆
（1）

一二脚目の籏虫㌦就く一一

星 出 兵 馬

　　1．緒　　書

　引敷類に寄生する胞子虫類に就ては、古来欧米にて多

数の種類が報告され、それらの生活史も宿下の転換を行

うもの等その形態の特異性と共に頗る輿味あるものを含

んでいる。本邦にては幾多の先輩の二三により宿主たる

甲穀類のfaunae±殆んど明にされているが、その寄生原

卑に関しては未だ報告がない。筆者は19弔年来山口県光

市室穣町に住み、内海に臨む山口大学光分校生物研究室

に．おいて附近の海岸より採集される甲殻類の胞子虫を観

察しているが、多くの既知種、未知種が存在することが

判明している。

　本篇には先ず蔓脚目の籏虫について、本邦未記録の二

’既知種、二新種の記載を述べたい。・

　本研究を発表するに際し終始御懇篤な指導を賜わった

尾崎佳正博士に深謝し、且文献閲覧につきとりわけ御世’

話になりし竹脇潔博士に厚く感謝の意を表す。又不断の

御昇等と庇護を賜わった本分校主事荒木精一教授に対し

御礼を申上げる次第である。

　　蟹．材耕及び方法

　　この研究のために使用した宿主材料は山口県及び広島

県の瀬戸内海沿岸盗地にて採集された、主≧し（は山ロ

県光市室積町、同玖珂郡鳴門村大畠及び岩国市の海岸よ

り得たものである。宿主は附着せる岩石、木片等と共に

なるべく速に実験室に持ち込み海水を満した水槽に入れ

、或は竹かごに入れて海中に沈め、その生物の排泄物を

採取したり、長期間飼育を試みた。　　　　　

　　寄生虫を検出するには、宿主をその附着せる物体から

金属性のへらにてはぎとり、その底部の孔から細い鋏を

　さし込みて消化管を切り離す。この消化管は直ちに海水

　を満たした硝子皿に入れられ、その中で二又は鋏をもつ

て丁寧に縦に切り開かれる。すると消化管内の雑物と共

に寄生虫は海永中に遊離し皿の底部に沈澱する。この虫

ノ体は凝視すればその特異の外形と、運動により肉眼にて

異物と識別されることが多いので、之を海水と共に細い

　ビペツトで吸い上げスライド硝子の上に置いて生体観察

　をし、体の各部を測定し、或はカメラルシダを用いて出

来るだけ速に描写された。

　　塗抹標品も切片標品も作成した。その固定に使用した

薬品はBOUI1眠液、SCHAUDINN氏液、AI，LEiN・
　BOUI】iN氏液及び中性ホルvPン液で、それらの申で前

．

二二が最も良い結果を得た。染色はDELAFrELD氏ヘ

マトキ．シ」ソ、HEIDENHAIN氏鉄ヘマトキシリン溶

液を主として用い、切片の染色にはこれら何れかとエオ

シン、オレンヂG平等にて複染したgヨ．一ドカリ液にて一

時的固定をして観察することは大変便利であった。然し

この際は手早く実験観察等の処置を計らねば虫体が変形

するおそれがあった。又中性赤の一万分液にて生体染色
　　　　　　ゆ
を試みたが良好な繕果をあげ得た。

　切片を作製するには消化管と共に固定して切断した

が、こρ際は宿主を長期水槽内にて飼育し、よく腸内雑

物を撒せし耽後消化髄摘塵ねばなら禦’つた・

何故ならば海より常磐直後の宿主腸管内にしばしば微砂

粒を包即していて、以上の豫備処置をしなければ切断す

ることが不可能であった：o

　本実験は1942年に警手していたが、主としては1949年

から1950年の冬にかけて行はれた。用いられた宿主は

あかふじつぼBa！anus　tintinnab血lum　rosa　PIL8　BRY

しろすじふじつぼB・amphitrite　albicostatus　PTI．S　BRY

さらさ＄vじつぼB・a，　communi　s　DARWIN，くろふじ

つぼTetraclita　squamosa　japonica　PILS　BRYかめのて

Mitella　mitella（L・）及びけはだえぼしIbla’　sumingi

DARWTNにてこのうち∫ろふじ2蛋、塵拳国議か
らは寄生虫が検出されなかった。　　　　ゴ

　H．研究の甲子

　；蔓脚類の籏虫etCephalinae　DEI」AGEの申Greg亀rin三の

dae科及びCephaloid。phoridae科の二科に属している。

卸めB・1・nu・P・・illusの腸管よbKoLLrcKER（184g）

がGregarina　balaniを鑓見し、揺USSBAU蛋（1890）に

よりてPolliciPes　polymerusカiらG魚garina　valetteiカこ

記載された。彼はcephal。ntS及びsyzygyを図示してい

るoMI1∫GAZ7：1】∫1（189！）はBalaロus　Perforatusから

Nemat。ides　fusif。rmisを報告しているが、これは単窒

性のもので且筒不明の点が残ざれている。

　MAWRODIADI（1908）？tBalanus　improvisus外2種

のBafanusから先にSOLGERによりてi報告されていた

一籏虫を見出しその生活史を追求して一・新属Cepha！oi－

dophoraを創設してCeph．　communisと命名した。この

属は次の諸点よりStenophoridae科に属せしめられた。

即（1）細胞内生活を幼虫が経過する（2）先節は痕跡的
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　（3）胞子嚢は胞子管を有せず（4）胞子は卵形で赤道線

eを有し、その放出ほ鎖状には行われない。という共通

　点からである。

　　LEGER　and　Do80SCQ（1908）はCthamalus　sta÷

　11atusの笈虫をFrenzelina　Cthamaliとして記載した。後

　同氏等はFrenzeLina属が既に使用されているCephaloido－

　phJn，属とsynonymと認定した、但しこの籏虫は

　TREGOg　BOFF（1913）によりてGregarinidae科の
　Pyxino玉dα嘱に編入された。

　・CePhaloidophora　communisについてはBUDINGT（）N

　（1910）h：　Balanus　eburnneusより見出し、：又TREGOU二

　BOFF（1912）が記載している。TREGOUROFFは更に

　Ba！anns　Pusillus外三種の　BalanUSからの籔虫即

　KOI・MKERの図示したGregarina　ba，　lan三KOI．1，IK：ER

　の生活史を調べ特にその剛節の発育、構造の特異性を考

　察して　Pyxinoides属を創設してPyx．　balaniとし、

　この新属に前述のFrenzelina　chtama！i　LE（｝ER　and
’

　DUBOUSCQを入れた。

　　KAMM（！922）はCephaloi（lophora　communisb：Ste÷

nophoridae科のものとは二個体が早期にsyzygyを形成

　し、且体形、核及び原形質の性質が相異る点より分離す

’べきものと…搬しCephaloidOl．h。ridae科を設けた。この

　新科にはCephaloidophora二一属としその時迄L！）甲殻類

　より知られた10種を包含さした。然しこの10種中には個

　々に生活史の詳細を調査して決定すべきものが含まれて

　いると考えられる。KAMMはそのMonographに於て前

記のPyxinoidea及び（｝egalina　valetteiに加えてNema二

　to三des　fusiform三sについて簡明な記載をしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　EHLL（1937）et　Balanus　amph三triteよりのCeph．

cornmunlsにつきCYst形成後の知見を追加し、宿主の脚

　聚及び体毛に附済する球形の胞子嚢ほ内に卵状の胞子を

鎖状に配列含有していることを明にした。

　　HENRY（1938）はSAN　JUAN列島のBalanus　12000

個体を検して2既知種5新種について記載している。

皿。個別の記載

　1．　CePhaloidophoridae　KAMM，　1922

　SPoront8は早期より2個体連接、先節は痕跡的叉は

有せず。幼期に細胞内生活を経過す。胞子嚢は胞子管を

有せず、単純に裂開して胞子を放出す。．胞子は卵形、赤

道線あり。

　Cephaloidophora　“．　rAVCrRODIADI，　1908

標徴は上記科と同一、甲穀類の消化管内寄生

Fig．　1．　Cephaloidophora　communis　MAVeTRDJADI

　’　のsyzygy・　　　　　　　　一
　Ce：）haloidophora　com皿unis　MAWR《》DIADT

宿主：　しろすじふじつぼBalanus　amphitrite

　　　　　　　　　　　　　albicestatus　PIIJI　BRY

寄生部位：腸管

分布；山口県光市室積、同大畠、『 ｯ岩国、広島市。

　宿主は上記の地方にて高潮腺附近の岩礁、木面心に附

着せるものを採集す。寄生率1948年2～4月、大畠にて

被検個体の80％に達し、年聞を通じ60％の個体が寄生虫

を保有した。

　Trbph。z。iteは初期には宿主の腸管壁内にて細胞内

生活を堂む。’体長20μに達する頃腸管内にCephalontと

なりて懸着す。膓内容と共に遊離せる個体の最小なるも

のは20μにてそれらtrophoz。iteの体各部測定値及び比

率は第1表の如し。

　　　　第　　1　表　　　　 （但し単位はμ）
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TL＝全体長、　LP』前節の長さ、　LD＝後節の長さ、

WP＝前節の幅、　WD冒後節の幅、　N・＝核の直径の略。

LP／WP、　WPIWDは各両者臆の比を示す。
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　SP。r。ntsは2個体syzygyを形成し、その時期は体長

60～80μに達したる時なり。Primiteとsatelliteは大さ

にさほどの相違なく、概してprimiteの四大なる傾向を

示す。連接の最大なるものは250μの長さと、50μの幅

を：有した。LPITLP　pr三面te＝1：3．1－3．6，　WP／WD鴇

1：1・1～1・2・primiteの前節は半球状、前蝋丸くレンズ状．

の肥厚部あり。最広部は略中央、両目境界にくびれあ

り。後節は境界より漸次幅広く、中央部最広、後端は町

回。Satelliteはpr三rn三teと同じく全形長楕円形を呈し、

primiteの後端に緊密に接着す。各部の形態両者よく相

似る。

　代表的個体につきその測定値を記せば第2表の如し

第　2　表 （倶し単位はμ）

i坤・pl・小PIT・【W・IW・IWW

t

Pr量．

1

2

3

4

　5
at
　’1

2

3

4

5

104’　29

iOOo32
　　
1QO　28
　1
，96堰@30

98128
1。2L24

81

751　1：3．6

68

72

th

70
　t

78i

25：　56

95」　27

69i　19

co1　so

68

so

57

1：3A　j

1：3．6i
　　　1
1：3．2　i

　　　卜

且：3．5

1：4．3

1・3．2

1：3．5

1：3．6

1；3．9

35

32

32

33

38

39

34

40

30

32

42 1二1。2

39堰@1：1．2

381i　1：1．2

　e

37P　1：1．1

　’
44！

　d
421

39［

　t
45

　’
36

‘　361

　f

1二1．2

1：L1

1：1．1

1：L1

1：1．2

1；1．1

Pri．　、　Primite，　Sat　。．　Sqtelliteの略

　内質は淡禍色乃至濃褐色、前節と後節ではその濃密の

程度に差あり、即前節は先端レンズ状透明部をのぞき包

含ずる穎粒汰形にして粗、且色淡し。後節はこれに反し

穎粒微細、濃密にして均質、濃色なり。核は球形にて、

直：径平均18μ、内に1～数個のkarア・s・meを含む。

　運動は活酸にて滑走、屈曲両様の運動を行う。殊に

CYst形成前の廻転運動は顕著なbo

　胞子嚢は球形、直径の平均80μ、胞子は卵形0

　2．　Gregarinidae　1”NBBE，　1899

先節t・1　tc単な形をして整斉。　SporOI1瞬よ一又は連接

を形成す。Cystsは胞子管を有しタ1は有せず。胞子は整

斉形。多くは宿主の細胞外生活によりて発育す

　　Pyxinoides　’1”RE（；OUBOF．F，　1921

　Sl）or・11t8は二個体連接する。先節は小柄をイiする球

状乳頭にて表面に16条の縦溝あり、且先端小Fnあり。宿

主は細胞外生活をなす。

1

Fig・　2．　Pyxinoides　balani　（KOLLTKEI」）

　　　．TREGOUBOFFのsyzygy，

Pyxinoides　balani　（KOIil」rKER）　TREGOUBOFI？

宿主，　しろすぢふじつぼ　　Balanus　amphitrite

　　　　albicostatus　PILSBRY

　寄生部位：膓管

　分布：山口県室積、，同大畠

　前述のCeph．　eommun三sと同一宿主に同時寄生をなす

も、本種の方が寄生率低し。被検個体の約40％寄生され

る。消化管の全汎に渉って見出し得る。

　SPorontsは二個体syzygyを形成し、連接の最長のもの

150μ、その幅35μなり。各個体の概形円筒形、乃至長

卵形を呈す。前節は円屋根状もしくは円錐状、底部に近

く最広。先端には短柄上に小円錐形の先節を具う・蓄の

側面に縦溝あり、：先節は長さ平均恥、幅7μ。境界には

明瞭な緊縮存在す。後節は長卵形、最広部中央、後端は

広円端に終る。以上単独個体及びprimiteの前節が円錐

状を呈し、高さと幅が同一なるに比して、鳳e撒eに（
　　　　ノ
は前節に圧追せられて高さは幅の2分の1になり薄盤状、

primiteの後端とよく合着す。後節は境界より微かに膨

れ、中央部最広、後端は鈍感端に終る。　．二～囎．『＝醐

　体各部の比は平均値にしてLP／TL＝1：’3，　WP／WDコ
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J

1；1。2（以上primite），　LP／TL＝1；5，　WPIWD＝1：1．！

（以上satellite）筒その測定恒を示せば第3表の如し。

第　3 表 （催し単位：はμ）
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　体色は褐色、内質は濃し。

内に1ケのkaryosomeを含むe

　趨功は活濃なり。

核け球形、直径平均10μ、
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x

　　　Fig・4・Pyx量noides　fuj量tubo　sp・nov・の

　　　cephalont．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　Pyxinoides　fujitubo　sp・nov・

Host；　Balanus　amphitrite　c。mmun三s　DARWξN，

　　　　　　13．tintinnabulum　rosa　pH」S　BRY．

Hab三tat：工ntestine．

Locality＝6batake，　Yamaq．　uti　Prefecture．

　　The　sporonts　are　biassoe三ative　as　adults．　The

largest　associatien　observed　was　650pt．　The　sporonts

．t一

　　　　　　　　　xZ・9’

　　凄，’　．．　　『辱

．鑛難　

鱗瀧峯i講鷲，

1難・’熟

　　　　　　　　　　　ヲ

・＜ジ．t．1（，；・・

F三9．3．Py：　ino三des　fujitubo：｛P・nov・の

，

syzygア・

are　elonga，　te　ellipsoidal，　the　max量mum　length蔽）舷ロd

be圭ng　350μand　rnaximum　w三dth　170μ．　The　average

rat三〇　〇f　length　protomer三te　：total　length　primite

was　1；4，and　the　ratio　of　width　protomer三te：

w量dth　deutomerite：：1　：1．5．

　　The　proton＝erite　of　the　primite　is　domeshaped

ft・d・！ittl・i　wid・r　th・n　h量9㌧wid・・t　・t　th・base　and

terminates　in　a　cone．　The　anteriror　end　of　the

1）rotomerite　shows　a　thickened　area　of　the　epieyte

　　　　　　　　　りi凪the　center　of　which　is　a　f岨nel　shaped　cana置

！eadir・g　int・the　interi・r。f　the　pr・t・merite・Thefe　is

ac◎nstricti・n　at　the　septum．　The　deutemerite　is
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

w三dest　in　the。　middle　and　terminates　iri“”a　we！1

rounded　e虻tre：nity．　　　　　　　　　　　　1

　　The　1）r。t・merite。f　the　satellite三s　slightly　flat－

tened．　There　is　a　sman　canal　at　the　attatching　plane

of　the　both　ind量viduals．　The　deutomer三te　is　almost

similar　with　that　of　the　priTl．ite　in　shape　but　it

S・metimes　pr。jeCtS三n　a　e・11e　at　the　Center・f　tht

P・ster三。r　surface．

　　The　endocyte三s　dense　with　minute　granuIes　in

the　deutomerite，　but　not　so　dense　with　corse　large

granules三n　the　protomer三te，　the　two　P融「ts　being

sharレly　contrasted．　The　n四！eus　is　spher三cal，30μin

diameter，　contains　several　to　manアkaryosomes・

　　The　epimerite三s　topTshaped　with　a　crenulated

border　with　numerOUSτ至d寓es．

　　宿主のあかふじつぼ　さらさふじつぼは山口県大畠瀬

戸の5～10米の海底より採取されるいがいの貝穀上に多

数附着し、1949年及び1950年冬期に観察せられたものな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳
り。

　　幼期には特異のこま状先節をもつて宿主膓壁に懸藩す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

．
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この先節は著しく短い、然も伸縮出来る柄にて前節端に

つく。容易に脱落し易し。体長30μに達すれば宿主膓管

内に遊離しsyzygy形成は成長したる後に行う。

　SPoronts成体にて二値体連接し、最大のもの650μ、

幅170μ。最大個体の長さは350μに達す。Primiteと

satelliteの体長差は殆んど認められぬ。体各部の比率

及び測定値は第4表の如し。

　　　　　第　4　表　　　　（但別位はμ．）
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　Primiteの前卸は半球形に膨出し、前端部にレンズ状

の透明部あり。これはcpicyteの肥厚部にて中央を内部

伽dooyteに通ずる漏斗状管孔あり。高さは常に幅より

小、最広州は底部なり。後節は楕円形、当室境界の緊縮

明瞭。最広部小々中央、後端は口耳端に終る。Satcllitc

の前箇は少しく圧迫され、前端に球状孔を有する肥厚部

ありて、Pri）・・iteの後端と緊窟に接冷する。他の形状は

Primiteと相似なるも、後節後端はしばしば小阿錐乳頭

状に突起す。

　体色は褐色、同質は前節と後節にて著しく相違し前節

は穎粒粗大、その穎粒tiHeiden・一haeTnaにてよく染着

される。後節は濃密、顯粒微小、均質なり。核は球形。

内に数個乃至多数のkaryosomeを含む。

　運動活濃．　・屈曲、滑走運両三をなす。

　　Gregarina　DUFOUR　1828　’

　S，n・r。夏tsは2個体連接す。先節は単なる球状又は円筒

状乳頭。Cystsは胞子管により胞子を鎖状に放出する。

Gregarina　kamenote　sP．　nov．

．，，。糠t一

携襯簗
　　　嫌鰯・’1．

　．　詠

・蔭

位，

Fig．5．　Gregarina　kamenotC　sp．　nov。のsyzygy．

　附聲己：上種は先節の構造よりPy］　inoides｝＝属せしあ得

るが、本属中でetP｝rx．　Pegetensis　HENRYに体形略々

似るも、次の点より識別し得る。（1）体の大きさ本種は

平均250μにて大形（2）Primiteの体名部の比しP／TL＝

1：4，wP！wD・・1：1。5なるに比し子種はLPITL＝1：3．o

WP／WD＝1：1．4にして後者の比率小なり。Pyx．　balani

（KOLUKER）TREGOUBOFFIこ比しては本別は著しく　　　F三9・6・Gregarina　kamen。tesp・nov・のcephal。nt・

大形なり。故に三種は新種としてPyxinoides　Fujitubo　　・

と命名される。

　　　　　　　　，　，　一140一
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　Fig．7・Gregarina　kamenot　sp・nov．の生体運動時

　に見られる前節を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　A．孜縮したる図。

　　　B．伸ばした図。特にep三cyteの肥厚及び内質を示

　　　　す。

　　　　　（．lregarina　kamenote　sp．　nov．

　Host；Mitetla　mitella（LIN．N’E）

　Habitat：工nte8tine

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Locality：（．》batake，　Murozu加i一王1量kari，　Yamagutl

　　　　　　　Prefecture

　The　sPorents　are　biassociative，　but　the　associatlon

does　not　oceur　量目this　sFecies　untill　the　sporonts

are　ful置y　mature．　The　maximulll　association　fouud

was　510μin　length．　Tlle　sporont　reacnes　a　length

of　260μand　a　widtn　of　130μ．　It　is　elongate　ovoiδal

to　eUipsoida正ill　shape・The　a▽erage　ratio　of正ength

protomerite：total　Iength　primite　was　1＝3．5a職d

the　rati・。9　width　pr・t。me・it・：width　deut。merite・：：

1／1●3●　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　The　protomerite　of　the　primite　is　pentagonal　and

usually　wider　than　hlgh，　widest　at　th・slightly　p。ster三。・

portion　from　the　middle。　The　anterior　end　oξthe　prOr

tomerite’showも　a　especially　thickened　area　of　thc　epicyte．

There　is　a　’canal　in　the　center　of　this　area．　The　const二

riction　is　striking　at　the　septum・The　deutomerjte　being

ovoida1，　ls　gradually　Widened　to　the　middle　portion　and

tapering　to　the　broadly　rounded　extremity　f重attened。

　The　protomerltc　of　the　satel豆ite　is　fIattened　lロa

plate　　A　small　conical　projection　is　｛bulld　at　the

anterior　end　of　it．　The　deutomerite　is　oyoidal　and　same

with　that　of　the　prlmite　in　shape　and　is　usually　po量nt・

・dinac。neatthep・ste・i・rend．

　The　epicyte　is　thick．　The　body　is　rather　tough．　The

endoplasm　apPears　dark　brown　by　tr【1sn〕itted　light．　The

nucleus　is　spherical，30！t　in　avefage　diameter，　conta三ns

one　Iarge　karyosome．

　The　epimerite　is　globular，5μ×3μ，　with　3　short

・talk　and　ls　separated　in　f・ur・r　five　digites　at　the

top・

　Cysts　are　spheri（：a里，120μin　daverage　d　iavneter．　Spores

not　known，

　本県は満干線の岩石の裂目に固着する宿主の腸管内に

漏し．　tg48年より195・年にかみて観察しnところによ

れば四季を通じて、殆んど凡ての被検個体より検出し得

た。然し多くは単独性の寄生虫が見られ1950年室積にて

5月に26個体中3個に、10月に32個体申4個にのみsyrygy

を形成するものを見出した。

　Cephalontは短柄を有する先節にて宿主山口に懸着す

る。見出し’Mtr最小の個体は体長15μ、幅6μであった。

宿主腸壁を丁寧に針にて裂けば普通20－40μの体長を有

するcephalontを多数得られる。五節は体の成長と共に

肥大するが、体長25μのものにて5μ×3μの大きさを有

し。下部は壷状に膨れ先端は5～6個の裂片となる。

　Sporontsは成熟してcyst形成の前にて2個体’連接をな

す。見出された最大のsp・r・認tは510μ。最大のは長さ260

μ、幅130μなり。体形は長卵形を否す。

体各部の比率は平均LP．　TL＝1：3．5，．WP／WD＝

　　　　　　　　ロ1：1．3（以上primite，）LP／TL　・1：5．5，　WP／WD＝1：

1．3（以上satellite）代表的のものにつきその測定値、比

率を第5表に示す。

第　5表 （但し単位はμ・）

r三．

1

2

3

4

TJ，

240

2co

2151・

217

1・中DII卿TI・lw・iWD

　i　　l
65　175i　1：3．7
　　　　，　i
61i　139　　　　　1；3．3
1脚

］gi　1‘，；」　1’lilg

l　’ P
50 P　130i　1：3．6

401　1901　1：5．8

　i　’
O・O－50i　1：6．0

201　goL’i；s．s

26i　186　1：8．2

30
P　i3・sj／　i：s．s　1

90

80

90

98

120

1co1

120

126

　　　　君
veTp／WD

　　5　！　180
・雪1、3。i

　　　　　f
　　2　工80

　　3　i　110

　　　1

　　4　i　212

．　51　165

80

80

78

63

t

1：1．4

1：1．3

1　1．4

1：1．3

1101　1：1，4

1001　1：1．3

90

　i

801　108

75

681　90

1；1．1

1：1．2

1：1．3

1：1．3

　Primlteの前節は前半円錐状に突出し、中央より少し

下部にて最広、それより後方穂狭まる。前端部epicyte厚

く発達し内部に通ずる管孔あり。高さは常に幅よb少

し。境．界にて顕著に緊縮す。後節は卵形、境界部より漸

次幅広く、丁々中央部最広となり、後端は平坦又は広

円端に終るoPrimiteとsatelliteの接着は頗る緊密にて

satelliteD前端は1箋い皿状となりてprimiteを旧る。

　Satelliteの前節中央は小丘状に突出してprimiteの後＝節

内へ心入す。前節は田鼠せられて盤状を呈す。後節は

Primiteの二部と相似る。但し本種にてもその後端は歓呼

端なれど、生時は普通その中央に一小丘状突起を有す。
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　　　　Epicyte厚く体硬し・特に前節前端、境界部及びsatclli』

　　teの前節画側部にて著しく発達ず。体は褐又は濃褐色、

　　内野濃し。核は球形、平均直径30μ、内に1個の大なる

．　karyOS・mcを含む。

　　　運動ほ活濃｝こして、特に前節後部を左右に屈曲さす運

　　動が顕i著に見られ、且つその前部は伸縮性が目．立つ

　　た。　　　．

　　　Ttophoz。iζeは極々の体の大きさのものが観察された

　　が、先節を保有しているのは50μの体長あるものが最大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ
　　であった。40・｝SOμに成長したcephalontは先節を失って

　　膓管内に遊離し、更に肥大成長して100・v150tiにbe　tて

　　cySt形成ρ少し前に至ってsyzygyを形成すると考えられ

　　る。先節を失つ）｝z　trophozoiteは錐状に先端を尖らしてい

　　る。これらのものの測定値は艶6表に示す。

　　　　　　　第　6表　　　　（単位はμ．）
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　　1950年10月海水を充たしたガラス瓜中1こ取り出した多

　数のsyzygyが、12時三品に球形のcystを形成したのを観

　察した。同一宿主の口一触費上には既に完成したるcyst

　を多数附さしているのを見た。このcyStの平均直径は

　120μであったヵ《sporeの成熟は見られなかった。

　　附詑：本種は先節の球状なる点よりGregarinantに入れ

　るが、同属中では同じくMitella　po！ymerusより知られて

いるG・a！ettei　KUSSBAUMに節前の構造等より相似し

ているが本種の先節は特異でありLP，　TL司：3．5、　WP／

WD鵠1・1・3i⊆て歯種にてLPITL＝112．4，　WP／WD

’＝1：1．2の平均値をもてると相違し．目．つ本種の方大形な

　る点より別種と認められる。

　　　　　　　　R6sum6

　　　Studies　on』SporOZoa　i）arasiti（：in　Crustacea．

　　　LG・・ga・丘n・s　fr。m　th。　B。rn。cl。，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　Hy6ma　H。side

　　Till　n・w・・h・　w・i…｝h・・　f・und・4・peci。、。f・9，eg，in。、

fr。m　th・b・tnacl・s．・A・n。。g，h。m　，w。。re・，h。　undesc，ib．一

　ed　species　・　Pyxinoides　fujitubo　sp．　nov，，　Gregarina

k・m・・。・e・p…v…dt…re・・h・describ・d，・C，ph・1。一

．且d・ph・・a・c。㎜岨i・MAWRODIADL　Py。i。。id。，　b。1。ni

　（K：OLLrl〈ER）TREGOUI30FF．　Theもarnahles　cxaminT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロed・・e　B・1・nu・ti・・inn・b・1・m　r。s・　PILSBRY，・B．　a，nphir

の

trite　albicostatus　PILE　BRY，　B．　a．　communit　DARWIN，

Mitella　initella　IJILNNE，　Tetraclita　sqnamosa　japonica

PILSBRY　and　lbla　cumingi　DAVCTIN　The　latter　two

　species　have　ttot　been　parasitised　by　any　gtegarines．

These　hosts　were　collected　from　Hikari，　Obatake　and

rwakuni　Yamaguti　Pref．　ln　this　papet　the　morphologi－

　cal　features，　1vabitat¢s，　localities　and　systemstic　positions

of　the　gtegarines　are　reported．　The　descriptions　of　the　two

n・W・P’eci・…e網，itt・n　in　Eng陣unde・th・i・　n・m・

Gregarina　kamenote　sp．nov．　differs　from　G．valetgtei　NUS；

SBAUM　in　the　follw；ng　points　：一一　the　globular　epime；’

rit　has　4　or　5　digites　on　its　anterior　end，　the　average

醐io　of　1ength　protomerite：total　Iength　and　of　w量d出

protom’rite　：　width　deutomerite　are　greater　tftaq　those

of　the　other，　the　size　of　the　body　is　large．’　Among　the

membere　of　the　genus　Pyxinoldes，　Pyxinoides　fujitubo

sp．　nov一　bears　sorrre　resemblance　to　P．　pugetensis　”EN：

RY　i・・h・・h・p・・ξ・h・b。dソ・恥・his　sp・d・・differ・

from　the　other　in　hav｛ng　different　．size　and　different

ratio　of　the　body．
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